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昭和6 1年
(1986年)

　　市　の　人　口

（昭和6i年３月１日現在）

　52,876世帯（前月比23世帯増）

　166,033人（前月比125人増）

世帯数

人　口

電話（0774）22－3141

●毎n 1 a･11日･21日発行

第732号

男　　82,384人

女　　83,649人

投票日は4月6

日　京都府知事選挙

あ
な
た
の
一
票
が
明
日
の
府
政
を

　
四
月
六
日
は
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
知
事
選
挙
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
、
府
政
の
代
表
を
選
ぶ

大
切
な
機
会
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
人
柄
を
よ
く
考
え
、
あ
な

た
の
一
票
を
生
か
し
ま
し
よ
う
。

投
票
は
確
実
に

　
京
都
府
知
事
の
任
期
が
昭
和
六

十
一
年
四
月
十
五
日
に
満
了
ず
る

の
に
伴
い
、
京
都
府
知
事
選
挙
が

四
月
六
日
仰
に
行
り
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
が
投
票
出
来
る
住
所
地

な
ど
を
確
認
し
、
一
人
の
棄
権
も

ト
４
月
６
日
の
投
票
を
呼
び
か
け
る
大
懸
垂
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
玄
関
横
）
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な
く
投
票
に
蚤
し
ょ
う
。

▽
宇
治
市
で
投
票
出
来
る
人

　
知
事
選
挙
で
投
票
出
来
る
人
は
、

昭
和
四
十
一
年
四
月
七
日
以
前
に

生
次
れ
た
人
で
、
昭
和
六
十
年
十

二
月
土
〈
日
以
前
に
転
入
届
を
し

た
人
で
す
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
京
都
府

外
へ
転
出
し
て
い
帚
人
は
得
票
出

来
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
三
月
一
日
以
後
に
宇
治

市
内
で
転
居
届
を
し
た
人
は
、
転

居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

出
来
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り

ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
十

七
Ｅ
以
後
に
、
宇
治
市
か
ら
京
都

府
下
の
各
市
町
村
へ
転
出
し
た
人

は
、
宇
治
市
で
投
票
ず
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
転

出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
、

居
住
証
明
書
か
住
認
・
ｙ
の
写
し
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
宇
治
市
の

選
謳
人
名
簿
に
登
録
洽
れ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
『
念
の
た

め
に
宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
（

容
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
問
訟
Ｂ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
転
入
前
の
住
所
地
で
投
票
出
来

　
る
人

　
昭
和
六
十
年
十
二
月
十
七
日
以

後
に
、
京
都
府
内
の
各
市
町
村
か

ら
宇
治
市
に
転
入
届
を
し
た
人
は
、

転
入
前
の
住
所
地
の
淫
研
で
投

票
出
来
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

宇
治
市
長
が
発
行
す
る
居
住
証
明

書
か
庄
認
否
写
し
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

▽
不
在
者
投
票

　
蜷
｀
や
入
院
予
定
な
ど
で
、
投

票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
醤
毘

来
な
い
人
の
た
め
に
、
不
在
者
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
不
在
者
投

｀
罰
出
来
る
期
間
は
、
告
示
貝
三

　
〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

会
堂
、
北
木
幡
集
会
所
、
御
蔵

山
集
会
所
、
岩
田
書
店
（
御
園

2
0
）
、
木
幡
公
民
館
、
木
幡
保

育
所
、
南
山
集
会
所
、
南
木
幡

集
会
所

　
〔
五
ヶ
庄
〕
黄
槃
薬
局
（
芝
ノ

東
3
9
）
、
大
和
田
公
会
堂
、
西
川

原
集
会
所
、
黄
奘
公
園
事
務
所
、

山
崎
ス
ミ
子
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

　
〔
菟
道
・
明
星
町
〕
菟
道
集
会

所
、
三
室
戸
薬
局
（
丸
山
3
7
）
、

明
星
集
会
所

　
〔
志
津
川
・
笠
取
〕
喜
撰
会
餌

宇
治
笠
取
簡
易
郵
便
局

　
〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
宇
治

市
民
会
館
、
観
光
案
内
所
、
善

法
隣
保
館
、
市
分
庁
舎
、
市
役

所
玄
関
案
内
、
若
宮
集
会
所
、

新
半
白
集
会
所

　
〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

　
〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

　
〔
横
島
町
〕
槙
島
公
民
分
館
、

東
目
川
公
民
分
館
、
西
目
川
公

民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
、

三
軒
家
公
民
分
館

　
〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
’
う

さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
、
西
山
集

会
所
、
蓮
池
中
集
会
所
、
西
小

倉
集
会
所

　
〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
倉
保
育
所
、

砂
田
集
会
所
、
伊
勢
田
公
民
分

館
、
伊
勢
田
消
防
分
署
、
名
木

集
会
所

　
〔
開
町
・
南
陵
町
〕
開
公
民
分

館
、
南
陵
集
会
所

　
〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
、

広
野
集
会
所
、
緑
ヶ
原
集
会
所

　
〔
大
久
保
町
〕
西
大
久
保
集
会

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、
同
胞
保

育
園

569

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
に

転
入
前
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票

が
。
読
み
書
き
の
不
自
由
な
人
は

代
理
投
票
が
出
来
ま
す
。
投
票
所

の
係
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
な
い
場
合
は

　
　
　
不
在
者
投
票
で

月
十
七
日
）
か
ら
投
票
日
前
日
（

四
月
五
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
土
・

日
曜
日
で
も
出
来
ま
す
。
不
在
者

投
票
に
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
選
挙

管
理
委
員
会
（
市
役
所
庁
舎
南
側

プ
レ
ハ
ブ
一
階
）
へ
お
越
レ
逆

さ
い
。

　
な
お
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
指
定
の
施
設
に
お
ら
れ
る
人
は
、

そ
の
施
設
の
管
理
者
ま
た
は
職
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
４
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
人
は
郵
送
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
出
来
ま
す
。
選
挙

管
理
委
員
会
発
行
の
郵
便
投
票
証

明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
発
行

し
て
い
る
郵
便
促
逞
明
書
の
中

で
、
打
幻
期
限
が
切
れ
る
も
の
が

あ
り
未
了
。
お
確
か
め
の
上
、
早

目
に
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

は
、
選
挙
期
日
前
四
日
（
四
月
二

日
）
ま
で
で
す
。

▽
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、
四
月
三
日
出
の

朝
日
、
京
都
、
サ
ン
ケ
イ
、
日
本

経
済
、
毎
日
、
読
売
新
聞
の
各
朝

刊
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

６１年度版　市民

カレンダーと手び

き

ただ今配布中です

　
昭
和
六
十
一
言
匝
の
「
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
乖
０
　
き
」
（
Ａ

４
版
四
十
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯
に

は
、
郵
送
し
ま
す
。
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
、
四
月
三

日
か
ら
右
表
の
所
に
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ

さ
い
。
　
（
選
挙
管
理
委
員
公
一
）

り
）
は
、
た
だ
今
、
各
町
内
（
自

治
）
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
。
各
家
庭
に
配
布
中
で
す
。

町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
市
役
所
広
報
課

ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
末
日
ま
で
、
文

化
セ
ン
タ
ー
各
館
（
折
居
台
一

丁
目
）
や
宇
治
公
民
館
（
宇
治

里
尻
七
一
－
九
）
、
木
幡
公
民

館
（
木
幡
内
畑
三
四
一
七
）
、

小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
九

一
）
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い

て
い
ホ
チ
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
は
、

五
十
九
年
度
か

ら
発
行
。
市
の

行
事
予
定
や
税

の
納
期
、
予
防

接
種
な
ど
の
保

健
予
防
日
程
表
、

各
種
相
談
案
内

な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
　
（
広
報
課
）

3月補

正 年
度
末
過
不
足
を
調
整

一
般
会
計

予
算
総
額

　
宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
本
会
一

議
が
、
三
月
十
四
ぼ
午
後
か
ら
開

か
れ
、
昭
和
六
十
年
度
宇
治
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
案

忿
賢
島
、
里
詞
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
案
、
宇
冶
市
第
二
次
総
合

計
画
基
本
構
想
案
な
ど
九
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
は
、
同
日
可
決
。
残
り
の
議
案

は
、
定
例
会
最
終
日
の
三
月
二
十

２
７
７
億
４
９
７
３
万
円
に

八
日
に
議
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
年
度
末
に
よ

る
退
職
手
当
に
か
か
る
経
費
や
、

近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備
事
業
等

負
担
金
な
ぺ
年
度
末
ま
で
の
見

込
み
額
算
定
に
よ
り
、
過
不
足
の

調
整
を
必
要
と
す
る
も
の
を
中
心

に
計
上
し
ま
し
た
。

　
一
般
必
一
計
の
補
正
予
算
額
は
八

億
三
百
ぢ
十
二
万
円
で
、
最
終
予

算
総
額
は
二
百
七
十
七
億
四
千
九

百
私
士
一
万
九
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備
事
業

　
等
捻
釜
に
五
億
八
千
八
百
四

　
土
（
万
円

▽
退
職
手
当
に
要
す
る
経
費
の
追

　
加
に
三
億
三
千
万
円

▽
い
こ
い
の
広
場
用
地
購
入
費
に

　
一
億
四
千
五
百
土
八
万
円

▽
精
神
薄
弱
者
施
設
措
置
費
等
追

　
加
に
二
千
三
十
五
万
円

▽
（
仮
称
）
ぷ
野
公
民
館
用
地
取
得

　
費
追
加
に
一
千
二
百
土
〈
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
一
計

　
繰
出
金
追
加
に
二
千
七
百
二
万

　
円

▽
橋
り
よ
之
質
工
事
費
で
二
千

　
八
百
万
円
の
減
額

▽
下
居
大
久
保
線
築
造
事
業
費
で

　
九
エ
〈
百
万
円

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

　
出
金
で
八
千
百
八
十
五
万
円
の

　
減
額

　
〈
特
別
会
計
〉

▽
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
一
億

　
九
千
三
百
八
十
八
万
円
の
減
額

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
一

　
億
七
千
七
百
七
万
円
の
追
加

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所

投票日は４月６日

生徒諸君

いまを見つめていますか

公民館講演会

近畿の水がめ

琵琶湖の現状

３月３０日(日）午後

１時半　中央公民館



1986年（昭和61年）３月21日発行（2）
りよだ
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４
月
１
日
か
ら
7
2
会
場
で

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
結
核
検
診
を
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
、
市

内
七
十
二
会
場
で
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
の
検
診
で
は
受
診
者
約
三
千
四
百
人
の

内
、
精
密
検
査
の
必
要
な
人
は
四
十
三
人
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
結
核
患
者
数
は
全

国
で
、
五
十
八
年
に
は
三
十
万
人
を
超
え
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
患
者
は
約
五
千
人

に
も
達
し
て
い
ま
す
。
結
核
は
、
発
見
が
遅
れ
る
と
本
人
の
治
療
期
間
が
長
び
い
た

り
、
予
想
も
し
な
い
集
団
発
生
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
で
明
る
い
暮
ら

し
を
守
る
た
め
結
核
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

結核検診の

実施要綱
　結核検診の受診票(当日会場にもあります)

● ” ゛ ゜ ゜ “

検診日 年　　　　月　　　　日Ｘ線番号

住　所 宇治市
電
話

　ふりがな
氏　名

男

女
明･大･昭　年　月　日生（　歳）

既

往
症

結　核　　　　歳頃　治療期間（　　　）部位　右（上、中、下）

肋膜炎　　　　歳頃　治療期間（　　　）　　左（　上、下　）

その他

▼
検
診
内
容
…
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
。

▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上
の
市
民
（
費
用
は
無
料
）
。

▼
受
診
…
右
の
受
診
票
に
、
一
人
に
つ
い
て

　
一
枚
記
入
の
上
、
直
接
会
場
へ
（
食
品
業
の

　
人
は
定
期
健
康
診
断
時
に
、
結
核
検
診
も

　
併
せ
て
行
い
ま
す
）
。

▼
検
診
会
場
と
日
程
…
左
表
。

▼
注
意
事
項
・
：
○
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
疑

　
い
が
あ
る
人
は
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
○
受
診
時
に
は
金
具
そ
の
他
付
属
品
が
付

　
い
た
衣
類
は
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

－ 晶 ■ ■ － － － － － － － － － － － － － ■ ■ － ・ ■ － － － － － － － － － － －
－ ミ ー ・ ・ ・ 一

・

紳 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ． － ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． － － － － － － － － ・

・

結核検診の受診票(当日会場にもあります)

検診日 年　　　月　　　　日 Ｘ線番号

住　所 宇治市
電

話

ふりがな氏　名
男

女
明･大･昭　年　月　日生（　歳）

既

往
症

結　核　　　　歳頃　治療期間（　　　）部位　右（上、中、下）

肋膜炎　　　　歳頃　治療期間（　　　）　　左（　上、下　）

その他

・問い合わせ

　市役所保健予防課

　　　　(電話3141)

ｌ程・会場

時　　間 会　　　　場

神　明　・地　区．

I3時半~＼i時半城南荘集会所

II時半~I5時 神　明　小　学　校

宇　　治　　地　　区

14時半-15時 総合福祉会館

14時半～15時 琵琶台集会所

９時半-10時 宇治市文化センター

９時半～10時 野　神　集　会　所

13時半～15時 保健医療センター

10時半～日時 京阪宇治駅前駐車場

14時半～15時 県　　　神　　　社

＼時半-15時半 保健医療センター

14時半～15時 宇　治　保　健　所

13時半～14時 宇治公民館(市民会館)

14時半~ia時半保健医療センター

l3時半~I4時 中宇治老人園芸ひろぱ

14時半-15時 ユニチカ蔭山社宅集会所

14時半～15時 善法隣保館前

棋　島　地…………区j土工

13時半～14時 上羽商事南支店

９時半-10時 宇治市農協棋島支所

|(埓半～日時半 紫ヶ丘公民分館

14時半~I5時 －ノ坪集会所

9時半～10時 棋　島　中　学　校

９時半~IO時 巨椋池土地改良区

13時半～I4時 棋島小｀学校

丿ヽ倉丿町、地　区　　　　コ

＼時半~|＼時半 西小倉集会所

|(時半～日時半 丸山百貨店駐車場

13時半～14時 (宇治市)堀池集会所

９時半~IO時 レストランアルファ駐車場

＼時半～||時半 関西西友宇治店前

14時半~I5時 久保元山際ガレージ

＼時半～川時牛 小倉双葉園保育所駐車場

伊勢田'町'地区

13時半～14時 伊　勢　田　神　社

14時半～15時 玉姫殿南側駐車場

９時半～IO時 名　木　集　会　所

10時半～日時 喫茶グリーンスポット

10時半～日時 西小倉小学校

13時半～14時半 西小倉幼稚園

９時半～10時 伊勢田小学校

９時半～IO時 西宇治中学校

６会場で血圧相談

みそ汁の塩分測定も

　
市
で
は
、
市
内
六
合

力
月
に
一
回
巡
回
し
て
、
血
圧

相
談
を
開
い
て
い
ま
す
。
血
圧

測
定
の
外
、
み
そ
汁
の
塩
分
測

定
や
減
塩
食
の
試
食
、
尿
検
査

も
併
せ
て
行
い
ホ
子
の
で
、
ご

血圧相談の日程表

利
用
く
だ
さ
い
。
日
程
・
会
場

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
相
談

日
に
は
、
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
人

は
会
場
で
お
渡
し
し
禾
す
。

　
〈
持
参
す
る
も
の
〉

▼
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
の
握
に

　
…
み
膏
汀
を
コ
″
プ
に
四
分

　
の
一
程
度
（
具
を
入
れ
な
い
）
・

▼
尿
検
査
の
場
合
・
・
・
朝
一
番
の

　
尿
を
コ
″
プ
に
四
分
の
一
。

　
血
圧
は
、
一
日
の
会
召
も

い
ろ
い
ろ
変
化
し
ま
す
。
一
回

だ
け
の
血
圧
測
定
で
高
い
と
言

わ
れ
て
、
す
ぐ
病
気
と
思
い
込

む
の
は
禁
物
で
す
が
、
体
の
状

態
を
知
る
一
つ
の
情
報
で
す
か

ら
、
時
々
測
定
し
て
、
自
分
の

血
圧
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
　
（
保
健
予
防
課
）

対象 時間 会　　場 61年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

62年
１月 ２月 ３月

市

民

9:30

　S

11:00

開公民分館 ④ 回 １ ③ 圓 ６

川東集会所 ⑩ 頌 29
●

⑩ 回 20

小倉公民館 ⑩ 囲 22 ⑩ [ロ 27

広野公民分館 ② 回 ５ ⑦ 回 ６

城南荘集会所 ⑩ 囮 19
Ｉ⑩

囮 20

木幡公民館 ⑩ 屑 26 ⑩ ロ 27

※○印＝みそ汁の塩分測定、□印＝減塩食試食.無印＝検尿(血圧測定・相談以外に実施します｡)

※広野公民分館は､(仮称)広野公民館開館後は会場が変わります。

成
人
病
の
早
期
発
見
へ

結核

検診

が始

りま

す

結核検診が始りま

す

健
康
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
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昭和61年度結核検診の日

月　　日 時　　間 会　　　　　場 月　　日

六地m-木幡地区

４月｜日(火)＼時半～日時半宇治ショップセンター４月８日(火)

４月９日出 ＼時半-14時半 木　幡　公　民　館 ５月９日咄

４月17日困
10時半~＼時半木幡公民分館(木幡神社内)

13時半～14時 六地蔵公会堂 ４月｜日(火)

５月９日吻
９時半～IO時 御蔵山小学校 ４月２日團

10時半～日時 東宇治高等学校 ４月３日出

五　ヶ　庄　地　区
４月４日６

４月｜日(火)9時半～lO時 青少年文化研修道場

４月７日(月)９時半～IO時 福角市営住宅内 ４月７日(月)

４月日日金 13時半~I4時 明　星　保　育　園 ４月10日出

４月15日(火)
９時半~IO時 宇　治　小　学　校 ４月II日囲

13時半～14時 南　部　小　学　校 ４月15日(火)

４月17日團 14時半~I5時 万福寺駐車場
５月２日金

５月２日倒 10時半～日時 岡　屋　小　学　校

５月8 a出 13時半～14時 京都生協東宇治組合員ｾﾝﾀｰ
５月７日團

５月12日囲
13時半～14時 束宇治幼稚園

14時半~I5時 南部福角集会所 ５月８日出

菟道・明星町地区

４月２日南 13時半～14時 下岡建設事務所 ４月｜日(火)

４月15日(火)10時半～日時半明　星　集　会　所 ４月２日出

５月12日(月)
９時半~IO時 京都少林寺専修高校 ４月３日團

10時半~||時牛三室戸集会所 ４月７日(月)

゛　志　津　川　地　区　、 ４月14日(月)

４月16日出 日時~日時半 中谷さん宅前 ５月２日出

……………白　川　地　区 ５月６日(火)

４月10日南 13時半-14時 桂　商　店　前

炭　山，　ill::-ﾀﾞ区 ４月２日團

４月17日困 ９時半～10時 炭　山　陶　芸　村 ４月４日６

ド　　　　　笠　　取　　地ｌ　区　　づ ４月７日囲

４月16日南 10時～10時半 笠　取　小　学　校
４月８日(火)

‥‥‥‥開町・南陵町it区　こ

４月９日南 10時半～日時牛開　公　民　分　館 ５月６日(火)

５月8日出 ９時半～lO時 南　陵　集　会　所 ５月７日出

二広野町・大久保町地区

４月10日出 ９時半~IO時 旦　椋　公　会　堂
４月３日俐

４月||日(金9
９時半-10時 広　野　中　学　校

10時半～||時 ローソン一里山店 ４月９日團

４月14日(月)
o時半-I*時半 平　盛　小　学　校 ４月10日困

15時~I5時半 ニチイ大久保店 ４月14日(月)

５月６日(火)10時牛～日時半西大久保小学校 ４月16日出

５月8日出 IO時半～日時半大久保小学校 ５月６日(火)

５月９日吻 13時半~I4時 大　開　小　学　校 ５月７日南

自

１

１

１

これからの
国民年金⑤

　
　
市
で
は
、
結
核
忽
賢
酋

中
高
年
に
多
い
成
人
病
の
早
期

発
見
の
た
め
の
各
種
検
診
聚
実

施
し
て
い
毒
了
。
結
核
以
外
の

検
診
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で

その他検診事業の一覧

す
。
六
十
一
年
度
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
五
月
に
弱
竹
す
る
「
宇

治
市
政
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ

し
示
ｙ
。
　
（
保
健
予
防
課
）

検診名 検診内容 対象

一

般
健

康
診
査

一般診査　問診・血圧測定・尿検査・聴打
診・身体測定

40
歳
以上

精密診査
　一般診査の結果必要と認められ
る人に、，しヽn.図・血液検査・眼m
検査

胃ガン検診 問診・X線間接バリウムit影
40
歳
以上

子宮ガン検診 問診・内診・視診-細胞診
30
歳
以上

乳ガン検珍 問診・視診・触診
30
歳
以上

571

４
月
か
ら
新
年
金
制
度
で

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
新
制
度
の
内
容
や
手

続
き
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

任
意
加
入
し
て
い
な
い
人

６
月
ご
ろ
ま
で
に
会
社
で

　
　
届
出
用
紙
が
配
布

　
　
　
厚
生
年
金
加
入
者
の
妻

答

は
ヽ
本
年
胃
か
ら
国
民

年
金
に
第
３
号
被
保
険
者
と
し
て

強
制
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
程
、
具
体
的
な
届
出
方
法
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
届
け
出
の
必
要
な
人
は
、
厚
生

年
金
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
（

扶
養
家
族
に
認
定
さ
れ
て
い
る
妻

ま
た
は
夫
）
で
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
人
で
す
。

●
夫
が
京
都
府
内
の
会
社
に
勤
め

　
て
い
る
人

　
届
出
用
紙
が
三
月
末
か
庖
〈
月

に
か
け
て
、
夫
の
勤
務
先
で
配
布

さ
れ
未
了
。
こ
の
届
出
用
紙
の
配

布
は
、
会
社
に
よ
っ
て
時
期
が
異

な
り
ふ
チ
の
で
、
必
ず
届
出
用
紙

が
配
布
さ
れ
て
か
ら
届
け
出
て
ぐ

だ
さ
い
。
届
出
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
夫
の
勤
務
先
で
証
明

夕
受
け
て
、
市
役
所
国
民
年
金
係

に
提
出
し
で
乙
だ
さ
い
。
（
郵
送
も

可
）

　
会
社
に
よ
っ
て
は
、
一
括
し
て

役
所
に
提
出
す
る
と
こ
や
り
あ
り

ま
す
の
で
、
夫
の
勤
務
先
で
確
か

め
で
こ
だ
さ
い
。
ま
た
、
過
去
に

国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ

る
人
は
郵
送
で
は
な
ぐ
、
夫
の
会

社
で
証
明
夕
受
け
た
届
出
書
と
国

民
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、
直
接
国

民
年
金
係
へ
届
け
出
で
ぐ
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
過
去
の
加
入
期
間
を
将

来
受
給
す
る
年
金
額
に
加
算
す
る

た
め
の
手
続
き
が
必
要
な
た
め
で

す
。

　
国
民
年
金
手
帳
の
氏
名
が
旧
姓

で
あ
っ
た
り
、
宇
治
市
以
外
の
と

こ
ろ
で
加
入
し
て
い
た
た
め
現
庄

所
と
異
な
る
場
合
な
Ｉ
か
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
で
も
差
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年

金
壬
帳
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
そ

の
旨
を
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

●
夫
が
京
都
府
以
外
の
会
社
に
勤

　
め
て
い
る
人

　
各
府
県
に
よ
っ
て
届
け
出
の
方

法
が
異
な
り
、
夫
の
勤
務
先
で
届

出
書
が
配
布
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
車
ｙ
。
こ
の
場
合
は
国
民
年
金

係
ま
で
お
越
Ｌ
ｙ
・
だ
さ
い
。
こ
の

際
に
、
夫
の
厚
生
年
金
え
７
是

は
厚
生
年
金
被
保
険
者
証
と
、
健

康
保
険
証
、
印
鑑
か
痔
参
す
れ
ば

必
一
社
で
の
証
明
か
受
け
な
ぐ
て
も
、

そ
の
場
で
届
け
出
が
完
了
し
示
ｙ
。

ま
た
、
以
前
に
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
国
民
年

金
手
帳
も
一
緒
に
持
参
し
で
Ｉ
だ

さ
い
。

厚
生
年
金
第
４
種
被
保
険
者
の
妻

４
月
か
ら
強
制
加
入

一
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
１
１
１

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
｀

　
　
　
　
　
　
・

・ － － －

答
　
　
　
私
の
夫
は
、
厚
生
年
金
の
あ
ゑ
Ｉ
諮
兪
め
独
立

問

し
て
商
宗
始
め
ま
し
た
が
、
二
十
年
の
資
格
を
つ

く
る
た
め
、
退
職
後
も
厚
生
年
金
の
第
４
種
被
保
険
者
と
し

て
厚
生
年
金
の
保
険
料
か
納
め
て
ぃ
濠
ｙ
。
妻
の
私
は
ど
の

年
金
に
か
〈
つ
て
ぃ
ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
、
新
年
金
制
度

で
は
ど
の
よ
シ
な
届
け
が
必
要
で
し
ょ
シ
句

ｌ

ａ

ｌ

ｌ

　
厚
生
年
金
の
第
４
種
被

保
険
者
の
妻
の
場
合
も
、

ｌ
ｉ
ｌ
‐
』

　
二
十
歳
以
圭
八
十
歳
未
満
の
被
扶

一

養
配
偶
者
（
扶
養
家
族
に
認
定
さ

れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
）
は
、
本

年
四
月
か
ら
国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
康
Ｋ

　
前
回
（
３
月
Ｈ
日
号
）
、
共
済

組
合
員
の
妻
の
届
出
方
法
を
お
知

ら
せ
１
　
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
の

　
こ
の
握
お
届
け
出
方
法
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
国
か
ら
の
連
絡
が
有
り
次
第

市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
質
問
も
含
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
の
新
年
金
制
度
曇
足
に
伴
う

届
出
方
法
夕
整
理
す
る
と
左
表
の

様
に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
の
必
要
な
人
は
、
厚
生

年
金
加
入
者
・
共
済
組
合
員
の
被

扶
養
配
偶
者
（
扶
養
家
族
に
認
定

さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
央
）
で
、

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
で

す
。
届
け
出
先
は
、
い
ず
れ
も
市

役
所
国
民
年
金
係
で
す
。
た
だ
し
、

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
員
の
妻

は
、
共
済
組
合
が
手
続
き
を
代
行

に
ま
す
の
で
妻
本
人
の
届
け
出
は

不
要
で
す
。

サラリーマンの妻の新年金制度の届け出方法

ド 現在国民年金に任意

加入している人

現在国民年金に任意加入していない人

今まで国民年金に加
入したことがない人

以前国民年金に加入
していた人

厚

生

年

金

本
人
ヘ
の
連
絡

60年10月下旬に社会
保険庁より、本人に
送付済み

夫が京都府内の会社に勤めている人は、

61年３月下旬~6月にかけて、夫の勤務
先から届出書が配布される。

　　上記以外の人は、市役所へ直接　　（届け出る。　　　　　　　　）

届

出

期

間

61年１月31日まで
　(未提出の人は、61
年３月31日までに早
急に提出)

夫の勁務先で証明を

受け, 61年４月１日
以降に。

　(郵送可)

夫の勤務先で証明を

受け, 61年４月１日
以降、国民年金手帳
を添付して、年金係
窓口に提出。

共

済

組

合

本
人
ヘ
の
連絡

夫の所属する共済組合を通じ、届出書と説明書が61年３月中旬

までに配布される。

届

出

期

間

共済組合で証明を受

け、61年３月31日ま
でに提出。

　(郵送可)

共済組合で証明を受

け. 61年４月１日～
５月１日までに提出。

　(郵送可)

共済組合で証明を受

け, 61年４月1日～
５月１日までに、国

民年金手帳を添付し
て年金係窓口へ提出。

新制度発足に伴う

保険料納付のお願い

　
現
在
、
任
意
加
入
中
で
、
新
制

度
に
よ
り
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
本
年

四
月
か
ら
保
険
料
政
一
一
め
る
必

要
が
な
ぐ
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
本
年
三
月
分
ま
で
を
現
行

の
納
付
方
法
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
ぷ
必
踊
い
し
ま
す
。

特
に
、
ロ
座
振
替
夕
莉
用
し
て

い
る
人
は
、
六
十
一
年
一
月
～

三
月
分
を
三
月
末
日
に
口
座
か

ら
引
張
落
と
し
季
ゐ
で
、
こ

の
領
収
証
が
手
元
に
着
い
て
か

ら
口
座
振
替
解
約
の
手
続
き
を

し
て
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

　
障
害
年
金

　
受
給
中
の
人
へ

　
現
在
国
民
年
金
に
加
入
中
で
、

厚
生
年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年

金
か
ら
障
害
年
金
か
受
給
中
の

人
は
、
本
年
四
月
以
降
保
険
料

差
一
一
め
て
も
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
す
の
で
、
納
め
な
い
で
ぐ
だ

さ
い
。
四
月
中
旬
に
納
付
書
に

同
封
し
て
問
い
合
わ
せ
の
文
書

を
遥
り
ま
す
の
で
、
障
害
年
金

夕
受
給
中
の
旨
を
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

　
　
　
現
在
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
い
厚
生
年

間

金
加
入
者
の
妻
の
届
け
出
は
、
四
月
以
降
と
の
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
な
届
け
出
方
法
を
教
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
｀

自
－
‐
1
1
1
1

　
対
象
と
な
る
人
が
多
数
の
た
め
、

現
在
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
い
人
は
四
月
以
降
に
届
け
出

で
い
た
ダ
と
と
に
な
っ
て
お
り
、

・問い合わせ

　市役所保険年金課

　国民年金係

　　　(電話223141)

国
民
年
金
保
険
料

　
４
月
か
ら
月
額
７
、
１
Ｏ
Ｏ
円

　
現
在
強
制
加
入
の
資
格
で
加

入
し
て
い
る
人
の
保
険
料
は
、

本
年
四
月
よ
り
七
千
百
円
に
改

定
さ
れ
車
ｙ
。
納
付
案
内
書
は

四
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

届
け
出
方
法
の
ま
と
め

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
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４
月
６
日
ま
で
観
光
セ
ン
タ
ー
で
展
示

　
四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表
情
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
て
い
た
第
三
回

早
治
市
観
光
写
真
コ
ン
タ
ー
ル
の

審
査
会
が
三
月
六
日
、
観
光
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
５
募
は
、
今
回
か
ら
設

け
ら
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を
含
め
、

ヤ
十
三
人
、
二
百
二
土
ハ
点
で
、

い
ず
れ
も
力
作
ぶ
る
い
で
し
た
。

　
審
査
は
、
写
真
家
の
加
藤
友
一

郎
さ
ん
、
高
橋
善
幸
亭
几
に
よ
り

行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。
（
囲
み
内
は
作
品
題

　
前
回
、
「
よ
り
開
か
れ
た
国

体
」
を
目
指
し
た
二
巡
目
以
降

の
あ
り
方
と
し
て
の
七
つ
の
具

体
的
事
項
の
内
、
三
項
目
を
解

説
。
今
回
は
、
残
ひ
の
四
項
目

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
に
ま
予
。

㈲
内
定
時
期
を
一
年
早
め
る
。

　
開
催
都
道
府
県
の
内
定
、
決

定
の
時
期
は
、
従
来
「
四
年
前

内
定
、
三
年
前
決
定
」
で
し
た

が
、
開
催
都
道
府
県
の
準
備
の

都
合
を
考
慮
し
て
「
五
年
前
内

§　
▼
推
薦
・
・
・
宇
治
市
長
賞
ム

昭
二
〔
煎
茶
忿
芒
む
人
た
ち
〕
、

宇
治
観
光
協
心
一
長
賞
＝
小
杉
明
義

　
〔
獅
子
舞
〕
▼
特
選
・
・
・
京
都
府
知

事
賞
＝
竹
崎
陽
一
〔
満
開
〕
、
京

都
府
観
光
連
盟
賞
―
高
井
永
之
助

　
〔
宇
治
川
の
朝
霧
〕
、
里
嵩
エ

会
議
所
会
頭
賞
―
久
保
田
茂
〔
七

五
三
参
り
〕
▼
準
特
選
・
：
日
本
観

光
協
会
関
西
支
部
長
賞
９
早
川
鉄

三
〔
落
日
〕
、
天
王
寺
鉄
道
管
理

局
長
賞
＝
東
岡
国
晴
〔
朝
も
や
〕
、

京
都
府
写
真
材
料
商
業
組
合
賞
＝

寺
本
正
文
〔
萩
の
園
〕
、
京
阪
電

気
鉄
道
賞
＝
前
川
敏
彦
〔
鵜
飼
〕
、

京
堅
石
交
通
賞
＝
山
本
栄
三
〔

観
月
茶
会
〕
、
▼
入
選
…
サ
ク
ラ

カ
ラ
ー
賞
＝
江
口
勇
、
斉
藤
栄
一
、

山
本
栄
三
、
久
保
田
茂
、
馬
込
和

夫
、
田
中
実
、
前
川
敏
彦
、
小
島

貞
次
、
小
西
保
、
會
菖
晋
一
、
田

中
均
、
中
村
典
和
、
通
円
亮
太
郎
、

筆
谷
義
幸
、
柳
田
清
英
、
梅
野
弘

明
、
加
地
三
郎
、
高
井
永
之
助
▼

ジ
ュ
ニ
ア
特
選
サ
ク
ラ
カ
ラ
ー
賞

小
杉
明
義
さ
ん
（
伊
勢
田
町
）
の
作
品
。
　
　

定
、
三
年
前
決
定
」
と
す
る
も

の
で
す
。

　
京
都
府
の
内
定
は
四
年
前
で

し
た
が
、
次
回
の
第
四
十
四
回

十
三
年
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

㈲
会
期
中
に
別
の
全
国
レ
ベ
ル

の
競
技
会
を
実
施
し
な
い
。

　
こ
れ
は
、
優
秀
な
選
手
の
出

―
住
吉
聡
〔
紅
葉
の
琴
懇
▼
ジ

ュ
ニ
ア
入
選
サ
ク
ラ
カ
ラ
ー
賞
＝

松
本
岳
ｔ
。

　
表
彰
式
は
、
三
月
二
十
三
日
㈲
、

午
前
十
一
時
か
ら
観
光
セ
ン
タ
ー

で
行
り
れ
ま
す
。

　
（
入
賞
作
品
展
示
会
）

　
▼
と
き
・
会
場
…
４
月
６
日
間

ま
で
＝
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階
、
５

月
1
5
日
田
～
2
9
日
田
Ｉ
ポ
ル
タ
ー

ス
ト
リ
ー
ト
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
京

都
市
下
京
区
）
。
（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

　
軟
式
テ
ニ
ス

　
市
長
杯
・
宇
治
選
手
権
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
3
日
間
、
午
前

９
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
黄
槃
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
種
目
上
般

男
子
・
女
子
（
と
も
に
高
校
生
以

占
、
壮
年
（
満
4
5
歳
以
占
▼

参
加
料
…
Ｉ
チ
ー
ム
六
百
円
▼
申

し
込
み
・
・
・
当
日
会
場
で
午
前
９
時

ま
で
に
▼
問
い
合
わ
業
：
岩
口
求

さ
ん
（
豊
⑩
6
5
6
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
…
４
月
５
日
出
～
５
月

５
日
㈲
の
篠
笛
・
日
曜
日
と
祝

六
十
三
年
か
ら
施
行
。

　
京
都
国
体
で
は
、
次
の
四
競

技
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

世
代
各
層
が
参
加
出
来
る

　
　
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施

　
大
学
生
の
出
場
拠
点
は
、
現

行
で
は
①
現
住
所
②
大
学
の
所

在
地
③
出
身
高
校
所
在
地
の
三

ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
①
と
③
だ
け
に
限
定
。
六

る
こ
と
が
出
来
る

　
開
催
地
都
道
府
県
か
ら
希
望

が
あ
る
場
合
は
、
当
該
都
道
府

県
の
範
囲
内
で
こ
の
行
事
を
加

え
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
、

　
満
十
六
歳
以
上
の
男
子
八
人

編
成
、
合
計
体
重
五
百
六
雪
Ｅ

グ
ラ
ム
以
下
、
会
場
１
八
幡
市

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
満
六
十
歳
以
上
の
男
女
、
会

お買物のめやす消費者
物価20（3月分）

　この公表価格は,3月初めに実施した消費者モニ
ター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 詔 価格状況
最高価tS 訟吋前月比 till年比

灯　　油
1Sぐ店頭

　　F1,227 　‰0.3 A 9'4　　F1.330 　　ド1.120

18(配建 1,266 A1.3▲10.2 1.3501.200

ガソリン
レギュラー1 e現金
売り 137▲1.4▲3.5 142 130

ティッシュ

　ペーノヾ－

4(≫枚入') l拓
け'けックス･スコ･･,テ(I 153▲0.6 0.7 168 128

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20m 220 0.9 8.4 238 178

アルミ
　　ホイル 25cmX 8m 160 3.9▲3.0 188 110

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230▲0.9▲3.0 230 225

洗iir用
　扮石けん 2.4kg 868▲0.2▲2.9 970 650

牛　　肉
すき焼用
中fi'度lOOB 344▲2.0▲2.8 450 298

Iji さけ 切り身100B 329▲3.8 3.8 470 138

バレイショ 男爵i(xg 21 5.0 16.7 27 15

キャベツ中玉約1lig 228 4.6 140.0 30{J 150

糾　　卵
Ｍサイズパック入
10個 232▲4.5 23.4 288 198

食用油 日清サラダ池瓶入
1.65(lg 712 0.0▲3.1 800 580

しよう油
キッコーマン濃口
瓶入2 J 540 0.7 0.9 598 498

砂　　糖上白Ug 261 0.4 4.0 288 238

小麦粉
am小麦扮フラワー

1 kg (薄力粉) 208▲1.0 5.1 238 198
インスタント

　コーヒー ネスカフェ黒ラペル
瓶入150g 1.053▲0.4 6.81,098 985

み　　そタヶヤミソltg 322▲4.5▲6.4 358 238

食／｛ン
普通品1片

（スライスしたもの） 161 i.3 1.3 170 120

洗岬代 ワイシャツ
自の長そで 156▲0.6 6.1 250 120

日
の
1
2
日
間
、
午
後
２
時
～
５
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
聚
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▼
対
象
・
：
市
民
ま
た
は
市
内

に
通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上

の
人
▼
定
員
…
5
0
人
▼
参
加
費
・
：

三
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
市
体

育
協
会
（
黄
柴
公
園
内
豊
⑩
1
9

0
5
）
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
岩
ロ

求
兄
（
容
⑩
6
5
6
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
初
心
者
講
演
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
3
0
日
間
、
４
月

2
0
日
面
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
よ
落
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
基⑤

場
－
園
部
町
・
丹
波
町

▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
’

　
小
学
校
高
学
年
以
上
の
人
、

会
場
－
久
美
浜
町

　
こ
の
ぷ
つ
に
、
世
代
各
層
か

ら
参
加
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ジ
ョ
ギ
ン

グ
忿
苔
、
京
都
市
の
十
一
区

府
下
の
十
市
、
三
十
二
町
、
一

村
の
五
十
四
チ
ー
ム
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
六
十
四
チ
ー
ム
）
で
、

技
と
力
か
競
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
（
国
体
準
備
室
）

本
ス
テ
″
プ
な
ど
▼
会
費
・
：
１
回

に
つ
き
三
百
円
▼
持
参
品
…
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の
シ
ュ
ー

ズ
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

岡
村
光
芳
さ
ん
（
容
⑩
4
3
4
3
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
素
人
茶
香
服
大
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
3
0
日
間
、
午
後

６
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
商

工
全
一
議
所
二
階
大
会
議
室
▼
参
加

料
・
・
・
二
百
円
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
伊

藤
久
一
郎
さ
ん
（
き
⑩
３
９
３
）
、

森
田
治
秀
さ
ん
（
き
⑩
1
1
1
8
）

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
茶
業
青
年
会
。

　
参
加
希
望
者
は
、
当
日
直
接
会

場
へ
。
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
太
極
拳
体
操
教
室

　
▼
と
き
…
４
月
７
日
側
か
ら
６

ヵ
月
間
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
６

時
半
～
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
簡
化

二
十
四
式
太
極
挙
▼
講
師
・
：
宇
治

市
太
極
挙
箆
認
員
▼
定
員
・
：
4
0

人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
無
料
、

資
料
代
月
額
千
円
▼
服
装
・
・
・
軽
装

で
運
動
靴
が
必
要
（
女
性
は
ズ
ボ

ン
タ
器
用
の
こ
と
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
忠
男
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
酋

0
2
3
1
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
歴
史
資
料
館

　
　
第
１
回
歴
史
講
座

　
▼
と
き
…
３
月
2
2
日
出
、
午
後

１
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中

央
公
民
館
展
示
簒
壁
▼
内
容
・
：

笠
取
山
地
の
村
々
－
地
域
史
の
視

点
か
ら
Ｉ
▼
講
師
・
・
・
歴
史
資
料
館
、

秋
山
冗
秀
館
員
。
参
加
は
自
明

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
6
日
團
、
午
後

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

乖
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
料
・
・
・
無
料
▼
問
な
Ｂ
せ
…

中
央
図
書
館
（
酋
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
身
体
障
害
者
教
室

　
　
ろ
う
あ
婦
人
の
太
極
拳

　
▼
と
苧
・
３
月
3
0
日
面
、
午
後

２
時
～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
公
民
館
▼
講
師
・
：
宇
治
太
極
挙

協
会
会
員
▼
対
象
・
・
・
市
内
の
聴
覚

言
語
障
害
者
▼
持
参
品
…
運
動
の

出
采
る
服
装
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼
申

し
込
み
・
問
い
会
笹
…
市
教
育

委
員
会
ま
た
は
宇
治
ろ
登
の
協
会

へ
。
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
春
　
の

　
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

　
春
の
ク
＝
^
―
ﾝ
宇
治
運
動
が
、

▲印は減

三
月
二
十
四
日
側
か
ら
三
月
三
十

日
聞
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
、

住
ま
い
の
周
辺
や
各
企
業
の
内
外

の
美
化
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

三
月
三
十
日
㈲
を
中
心
に
、
市
街

地
な
ど
亘
斉
清
掃
が
取
り
組
ま

れ
ま
ず
。

　
な
お
、
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー

ン
宇
治
運
動
は
、
三
月
三
十
日
面
、

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
、
府

立
宇
治
公
園
・
塔
の
島
周
辺
『

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
城
南
高
校
吹
奏
楽
部

　
第
1
1
回
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
9
日
出
、
午
後

６
時
開
場
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
▼
出
演
・
：
城
南
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
並
び
に
ｏ
Ｂ
吹
奏
楽

団
▼
曲
目
・
・
・
組
曲
「
展
覧
会
の
絵

」
よ
り
、
キ
ャ
ッ
ツ
メ
ド
レ
ー
、

Ａ
・
リ
ー
ド
第
１
組
曲
ほ
か
。
入

場
無
料
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
不
動
産
無
料
相
談
会

　
▼
と
き
…
４
月
２
日
唄
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
…
文

化
会
館
３
階
練
習
室
▼
内
容
・
：
土

地
の
評
価
な
ど
▼
主
催
…
闘
日
本

不
動
産
憲
定
協
会
近
畿
会
京
都
部

会
。
　
　
　
　
　
　
（
用
地
課
）

市
営
有
料
自
転
車
等
駐
車
場

近
日
中
に
開
設
予
定

ふるさと農

園

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
こ
フ
と
、
ふ
る
さ
と
農

園
を
開
設
し
て
い
康
司

　
こ
の
程
、
次
の
と
お
り
空
き

区
画
の
利
用
者
欠
辱
集
し
康
ｙ
。

　
▼
所
在
仙
了
大
久
保
町
田
原

7
0
の
１
・
7
1
の
１
▼
募
集
区
画

数
・
：
1
5
区
画
（
１
区
画
は
約
1
5

・
５
平
方
む
）
▼
対
象
・
：
市
内

に
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
人
▼

入
園
料
・
・
・
一
万
二
千
円
（
年
間
）

▼
申
し
込
み
・
：
３
月
2
2
日
か

ら
2
9
日
ま
で
に
電
話
か
、
は
が

き
で
農
林
茶
業
課
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
。

　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

▲余暇を健康的に（3月15日

　大久保ふるさと農園で）

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券

　
３
月
2
5
日
か
ら
交
付

　
里
吊
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
昭

和
六
十
一
年
度
）
の
利
用
券
ぺ

三
月
二
十
五
日
脚
か
ら
交
付
し

ま
す
。
対
象
者
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
次
た
は
療
育
手
帳
と
印

鑑
か
痔
っ
て
、
福
祉
課
ま
で
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
支
給
対
象
者
・
：
市
内
に
居

住
し
、
外
出
困
難
な
重
度
の
心

身
障
害
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
―
①
視
覚
障
害
が

Ｉ
級
ま
た
は
２
級
②
下
肢
及
び

体
幹
の
障
害
が
１
級
ま
た
は
２

級
③
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
ま
た
は
直
腸
の
障

圭
－
が
１
級
④
療
ぢ
于
帳
が
Ａ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

３
月
中
に

　
お
忘
れ
な
く

　
男
竹
の
福
祉
手
当
制
度
が
、

三
月
三
十
一
日
側
で
廃
止
さ
れ

康
ｙ
。
受
給
資
格
（
身
体
障
害

者
手
帳
一
級
ま
た
は
二
級
の
一

部
、
療
育
手
帳
Ａ
の
一
部
）
が

あ
る
の
に
、
ま
だ
福
祉
手
当
を

福祉手当

の請求

請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
福
祉
課
の
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
手
帳
と
印
鑑
を
お
忘
れ

な
く
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

572

国体豆

知識

利用者を募集3月22日から

観光写真
コンクール

旅
情
誘
う
入
賞
作
品

2巡目の
特徴
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